
 

日中はまだ夏と変わらず暑い日が続いてい

ますが、朝夕は涼しい風が吹き、過ごしやす

くなってきました。日が落ちるのも早くな

り、秋はすぐそこまで来ているようですね。

夏の疲れが出やすいこの時期、体調には十分

気をつけましょう。先月は急性上気道炎、急

性気管支炎・肺炎、ぜん息・ぜん息性気管支

炎での利用がありました。 
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ご家庭でも地震や台風などの災害に備えて、非常持ち出し袋の点検や避難場所など

を確認しておきましょう。 

 

 

 

防災の日（9月 1日） 

 

 

 

 

災害ってなぁに？ 

 
火災や地震、台風、水害

（洪水、土砂災害、高潮

など）、噴火や雪崩など

の自然災害をはじめ色々

な災害があります。 

防災の日は、関東大震災の教訓を

忘れないという意味と、台風への心

構えも含めて制定されました。災害

が発生したときの避難場所や家族間

での連絡方法など、この機会に話し

合って確かめておきましょう。地域の

ことをよく知る機会にもなります。 

たんぽぽだより 

 

子どもがけがをしそうで「ヒヤッとした」ときこそ、次の事故を防ぐチャンスです。

「無事でよかった」とすませるのではなく、なぜヒヤッとしたのかを見直しましょう。 

 

 

 

小さいものはしっかり保管 

3 歳の子どもが口を開けた時の最大口径は

３９mm、のどの奥までは５１ｍｍ。トイレ

ットペーパーの芯を通るものは要注意！ 

39 ㎜ 

玩具、薬、ボタン電池など身近なもので飲みこむと危険なものは子

どもの手の届かない場所に保管しましょう。 

 

 

９月９日を「救急の日」といいます。すり傷

は流水で汚れを落とす。鼻血が出たら鼻の下

のほう（小鼻）を押さえる。やけどは流水で

冷やすなど、けがの基本的な対処方法を知

っておくといいですね。おうちにある救急セ

ットも、忘れずに見直してくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


